






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１２）Straus，E．：”Von Sin der Sinne”，
Springer Verlag，１９５６Ｓ．２６３
１３）金子明友（２００２）：前掲書 ８２頁
１４）金子明友（２００５）①：『身体知の形成（上）』
明和出版 ３４頁
１５）マイネル（１９８１）：前掲書 １４９頁
１６）金子明友（２００２）：前掲書 ２８９頁以降
１７）金子明友（１９９４）：『体操競技のコーチング』
大修館書店 １１７頁以降
１８）金子明友（２００５）②：前掲書 ８９頁
１９）金子明友（２００７）：『身体知の構造』
明和出版 ６１頁
２０）金子明友（２００２）：前掲書 ５１６頁以降
２１）金子一秀（１９９０）：『運動学講義』
金子明友・朝岡正雄編著　所収　運動学ゼミナ
ール資料”運動の生活史をどうとらえるか”
２３２頁以降　大修館書店
２２）フッサール／山口一郎・田村京子訳（１９９７）：
『受動的綜合の分析』国文社 １９頁以降
２３）金子一秀（２００７）：
”動感促発分析の能力差を問う”伝承７号
運動伝承研究会編 ５０頁
２４）金子明友（１９９４）：前掲書 １４８頁以降
２５）FIG：”Wertungsvorschriften－ Kunstturnen der
Frauen”Ausgabe ２００９Ｓ．２５
２６）ヴァイツゼッカー／木村敏訳（１９９５）②：
『生命と主体』所収　人文書院 １０８頁以降
２７）金子明友（２００７）：前掲書 １９３頁以降
２８）金子明友（２００２）：前掲書 ５２６頁以降
２９）金子明友（２００５）②：前掲書 ２９頁
３０）ヴァイツゼッカー（１９９５）②：前掲書 ９４頁以降
３１）マイネル（１９８１）：前掲書 ４０５頁
３２）ヴァイツゼッカー（１９９５）①：前掲書 ２２１頁
３３）マイネル（１９８１）：前掲書 ３９９頁
金子　一秀10
